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修 士 論 文 梗 概
中国人日本語専攻留学生のコミュニケーション問題
―問題に対する意識と調整に着目して―
秦爽（QIN SHUANG）（博士前期課程 2019 年 3月修了）









































































修 士 論 文 梗 概
日本人小学生を対象とした有形の完成品を作るタスクを取り入れた英語指導の効果
霜鳥　春香（SHIMOTORI HARUKA）（博士前期課程 2019 年 3月修了）





　第二言語学習の「動機づけ」研究の第一人者の Zoltan Dornyei が『Motivational 



























修 士 論 文 梗 概
ピア・レスポンスにおけるグループ編成についての考察


































修 士 論 文 梗 概
日本語聴解のための音声テキストの研究
―スクリプトの有無によるパフォーマンスの比較を通して―
沈　倍宇（SHEN BEIYU）（博士前期課程 2019 年 3月修了）
　現在、中国国内の日本語教育の現場で、学習者が耳にする音声テキストの大半はスクリプ
トに基づいて録音したものである。スクリプトに基づいた音声テキストを実際の自然な音声
と比べると、話速や口語体の特質において自然さに欠ける。そこで、本研究は、音声テキス
トのスクリプトの有無に焦点を当て、学習者のパフォーマンスがどう違うかについて、記述
式聴解テストで調べ、また回想インタビューによるプロトコル調査で聴解過程について調査
することを目的とした。
　調査は、中国の大学で日本語を学ぶ中国語を母語とする学習者 26人を対象に、無作為に「依
頼場面」のスクリプト有のテキストと「断り場面」のスクリプト無のテキストを聞く G1と「断
り場面」のスクリプト有のテキストと「依頼場面」のスクリプト無のテキストを聞く G2に
分けて行い、記述式聴解テストの回答結果を比較した。また、6人の被験者からプロトコルデー
タを収集し、分析を行った。その結果、学習者のテスト結果については、「依頼場面」のス
クリプト有のテキストを聞いた G1がスクリプト無のテキストを聞いた G2より正再生率が
有意に高いという予想通りの結果を得た。一方、断り場面のスクリプト無のテキストを聞い
た G1はスクリプト有のテキストを聞いた G2より正再生率が高いという予想外の結果とな
り、その要因としては、以下の 2点が考えられる。その一つは、本研究で使用した二つのテ
キストの間にははからずも難易度の差があり、「依頼場面」のテキストは「断り場面」より
難しかったと推定される。もう一つは、G1の学習者と G2の学習者の間には聴解力のレベル
の差があると考えられることである。
　聴解過程における聞き取り上問題については、被験者のほぼ全員が、スクリプト無のテ
キストで認識された問題数がスクリプト有のテキストより多いことが明らかになった。一
方、ほとんどの被験者について会話テキストで生じる特有の問題（省略された主語の特定、
文化的要素に関する誤解など）が認識されない傾向が見られた。また、聴解過程における
ストラテジーの使用については、スクリプト無のテキストの使用件数がスクリプト有のテ
キストよりも多いことが明らかになった。その中で、スクリプト無のテキストを使用した
被験者にのみ、広範囲をモニターするという特質を持つ「自己モニター」「保留」のストラ
テジーが見られた。また、効果的な聞き手の聴解過程とそうでない聞き手の聴解過程の比
較から、テキスト内の情報や文脈を効果的に利用することがテキストの理解と関わってい
ることを考察した。
